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電
柱
広
告
デ
ザ
イ
ン（
例
）

　趣旨に賛同趣旨に賛同しし、、ご協力いたご協力いただだ

ける広告主を募集していますける広告主を募集しています。。

■問合せ問合せ先先

　東電タウンプランニング株式会東電タウンプランニング株式会社社

群馬総支　群馬総支社社

　緯緯００１２１２００（（５５５５９９））１０１０８８

茂原町長（左）と尾島総支社長

観
光
情
報
や
町
の
事
業
を
電
柱
に

　
町
と
東
電
タ
ウ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
株

式
会
社
群
馬
総
支
社（
尾
島
  勇
総
支
社

長
）は
６
月
　
日
、
役
場
大
会
議
室
で

１８

地
域
貢
献
型
電
柱
広
告
の
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

 

■
 産
業
課
商
工
観
光
係
  内
線
４
１
３

 ■
 地
域
貢
献
型
電
柱
広
告
の
協
定
を
締
結

  ■
 脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開
催

■
に
こ
に
こ
甘
楽
緯（
６
７
）７
６
５
５
  健
康
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
  内
線
６
２
１

　
町
は
元
気
・
活
躍
シ
ニ
ア
地
域
支
え
合

い
活
動
支
援
事
業
と
し
て
、
公
益
財
団

法
人
群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団
と

連
携
し
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、福
祉
施
設
や
お
た
っ
し
ゃ

会
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
役

立
て
る
た
め
、高
齢
者
が
楽
し
み
な
が

ら
脳
を
鍛
え
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

活
用
し
た
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
と考えることで脳を刺激するレクリエーションを体験

　
講
師
の
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

理
事
長
の
稲
山
宏
一
さ
ん
か
ら
脳
と
体

を
使
っ
て
楽
し
く
行
う
脳
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
手
法
を
学
び
ま
し
た
。
受
講
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
今
後
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
動
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

地
域
の
介
護
予
防
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
に

体を動かし声を出して脳を活性化

　
電
柱
広
告
を
利
用
す
る
地
元
企
業
の

協
力
を
得
て
、
観
光
施
設
や
町
が
実
施

す
る
事
業
な
ど
の
案
内
を
電
柱
に
表
示

し
、
町
を
訪
れ
る
観
光
客
や
町
民
の
皆

さ
ん
な
ど
に
周
知
を
図
る
も
の
で
す
。

　
国
道
や
県
道
沿
い
に
設
置
さ
れ
て
い

　
る
東
京
電
力
の
電
柱
で
、
町
が
指
定

　
す
る
場
所

　
国
指
定
名
勝
  楽
山
園

　　
広
告
主
が
決
ま
り
次
第
順
次
　
　
　

地
域
貢
献
型
電
柱
と
は

掲
出
場
所

掲
出
内
容

掲
出
時
期

　「
国
指
定
名
勝
 楽
山
園
」を
表
示
し
、観

光
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
誘
導
を
目
的
と
し
ま
す
。

▲
募
集
広
告
面

広告掲載主を募集広告掲載主を募集 ！！

そ
の
効
果
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
同
講
座
は
６
月
　
・
　
日
の
２
日
間
、

１９

２６

に
こ
に
こ
甘
楽
で
行
わ
れ
、
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
　
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

４３
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国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
本

人
・
配
偶
者
な
ど
の
前
年
の
所
得
を
基

準
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

 ■
 国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   ■
 住
民
課
住
民
係
　
内
線
２
６
４

 申
請
は
毎
年
必
要
で

申
請
は
毎
年
必
要
で
すす

　
た
だ
し
、
全
額
免
除
お
よ
び
納
付
猶

予
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
以
降
分
も
継

続
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
失
業

な
ど
に
よ
る
理
由
を
除
く
）
。

　
今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶

予
の
承
認
を
受
け
て
い
て
継
続
申
請

を
し
て
い
な
い
人
、
一
部
免
除
の
承
認

を
受
け
て
い
た
人
は
、
６
月
で
承
認
期

間
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
免
除
な
ど
を
希
望
す
る
場

合
は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず

　
保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
、
万
一
、

　
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

　
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
基
礎
年
金
・

　
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
た

　
期
間
は
、
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比

　
べ
、
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な

　
り
ま
す
。こ
の
た
め
、　
年
以
内
で

１０

　
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
付（
追
納
）
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
　
年
度
の
免
除
な
ど
の
対
象

３０

　
期
間
は
、
平
成
　
年
７
月
か
ら
平
成

３０

　
　
年
６
月
ま
で
で
す
。
申
請
日
か
ら

３１
　
最
大
２
年
１
カ
月
前
ま
で
に
つ
い

　
て
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

　
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
平

　
成
　
年
１
月
か
ら
別
世
帯
配
偶
者

３１

　
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
も
必
要

　
に
な
り
ま
す
。

◎
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
・
年
金
手
帳

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

　
・
認
め
印

　
・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た

　
　
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
の

　
　
写
し
〈
失
業
中
の
場
合
〉

　
・
学
生
証
の
写
し（
表
・
裏
両
面
）ま
た

　
　
は
在
学
証
明
書〈
学
生
の
場
合
〉

☆保険料の免除制度は４種類
将来の年金額の計算納付保険料月額免除制度

免除された期間の
年金額は２分の１
として計算

全額免除

免除された期間の
年金額は８分の５
として計算

４,０９０円
４分の３
免除

免除された期間の
年金額は４分の３
として計算

８,１７０円半額免除

免除された期間の
年金額は８分の７
として計算

 １２,２６０円
４分の１
免除

☆保険料の猶予制度
５０歳未満（※）の人の保険料納付が
猶予されます。本人・配偶者の前年
の所得で審査します。

※平成２８年７月から対象が「３０歳未
満」から「５０歳未満」へと拡大されま
した。

納付猶予
制度

学生の人の保険料納付が猶予されま
す。本人の前年の所得で審査します。

学生納付
特例制度

　
保
険
料
の
全
部

　
　
　
　
ま
た
は
一
部
を
免
除

毎月
第１日曜日
家庭の日

一
人
よ
り
　
み
ん
な
で
食
べ
る
と
　
お
い
し
い
ね
　
　
（
福
島
小
６
年
　
本
郷
由
希
乃
）

い
つ
ま
で
も
　
家
族
の
ぬ
く
も
り
　
た
い
せ
つ
に
　
　
（
新
屋
小
５
年
　
三
木
陽
太
）

　
甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

平
成
　
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の

２９

優
秀
賞
作
品
で
す
。 （
学
年
は
　
年
度
・
敬
称
略
）

２９

青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少青少推推推推推推推推推推推 国
民
年
金
保
険
料
の
 
納
付
が
困
難
 
な
と
き

な
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
免
除
・
猶
予
 の
申
請
手
続
き

の
申
請
手
続
き
を

町政の動き
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止

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

は
、
費
用
の
一
定
割
合
を
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
こ
の
利
用
者
負
担
割
合
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
１
割
ま
た
は
一
定
以
上

の
所
得
の
あ
る
人
は
２
割
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
　
年
８
月
か
ら
　
歳
以

３０

６５

上
の
人（
１
号
被
保
険
者
）で
あ
っ
て
、

現
役
並
み
の
所
得
の
あ
る
人
に
は
費
用

の
３
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す（
下
表
の
と
お
り
）。

　
現
在
利
用
し
て
い
る
介
護
保
険
負
担

割
合
証
の
有
効
期
限
は
７
月
末
ま
で
で

す
。
新
し
い
負
担
割
合
証
は
７
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
か
ら
は
新
し
い

負
担
割
合
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

■
に
こ
に
こ
甘
楽
緯（
６
７
）７
６
５
５
　
 健
康
課
介
護
保
険
係
  内
線
６
２
１
・
６
２
２

 ■
 介
護
保
険
負
担
割
合
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

８
月
か
ら

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　

利
用
者
の

負
担
割
合
が

見
直
さ
れ
ま
す

▲

自己負担割合が
記載されています

熱中熱中症症 にご注意にご注意！！ ７～８月がピークで７～８月がピークですす

のどの渇きを感じる前にこまめに水分補給しましょうのどの渇きを感じる前にこまめに水分補給しましょう。。

まわりが協力して、熱中症予防を呼びかけ合うことが大切ですまわりが協力して、熱中症予防を呼びかけ合うことが大切です！！

特に高齢者や子どもに気を配り、予防を呼びかけ合いましょう特に高齢者や子どもに気を配り、予防を呼びかけ合いましょう。。

節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようにご注意ください！気節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようにご注意ください！気温温

や湿度の高い日は、無理な節電はせずに扇風機などを使用しまや湿度の高い日は、無理な節電はせずに扇風機などを使用しまししょう。ょう。

室内でもおこる熱中症室内でもおこる熱中症。。
湿度の高い日は注意湿度の高い日は注意がが
必必要で要ですす

町政の動き

２８０万円未満
２８０万円以上
３４０万円未満

３４０万円以上２８０万円以上

１割負１割負担担 ２割負２割負担担 ３割負３割負担担

止止止

年金収入＋その他の合計所得金額

の合計額が 単身世帯で  または

２人以上の世帯で

※第２号被保険者（４０歳以上６５歳未満の人）、町民税非課税の人、生活保護受給者は
　１割負担です

止 止止
６５歳以上の人

本人の合計所得金額が

１６０万円未満

本人の合計所得金額が

１６０万円以上２２０万円未満

本人の合計所得金額が

２２０万円以上

止止

負担割合証は

大切に保管し

てね ！

利用者負担の判定の流れ

止 止 止 止

３４６万円以上
４６３万円未満

４６３万円以上３４６万円以上３４６万円未満



広報かんら　　３０．７．１13

▼
富
岡
地
域
医
療
企
業
団
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
救
急
医
療
は
単
な
る
時
間
外
診
療

で
は
な
く
、
急
病
時
の
た
め
の
も
の

で
す
。

　
通
常
診
療
時
間
内
の
診
療
行
為
と

違
い
、
治
療
は
応
急
処
置
に
限
ら
れ

る
う
え
に
必
ず
し
も
専
門
医
が
い
る

わ
け
で
は
な
い
た
め
、
検
査
に
も
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
処
方
さ
れ
る
薬
も
救
急
で

は
必
要
最
小
限
の
量
に
な
り
ま
す
。

専
門
的
な
治
療
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
昼
間
の
診
療
時
間
内
の
受
診
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
自
分
の
都
合
を
優
先
し
た
、
コ
ン

ビ
ニ
感
覚
で
の
利
用
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

　
医
療
機
関
へ
受
診
す
る
と
き
は
、

こ
と
を
普
段
か
ら
心
掛
け
、
実
践
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

応
急
処
置
が
中
心
で
す（
専
門
的
な
 

治
療
を
行
う
体
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

詳
し
い
検
査
は
で
き
ま
せ
ん
。

処
方
さ
れ
る
薬
は
原
則
的
に
通
常
診

療
が
始
ま
る
ま
で
の
必
要
最
小
限
の
日

数
分
に
な
り
ま
す
。

「
も
し
も
」の
と
き
の
医
療
を

守
る
た
め
に

救
急
医
療
と
は

陰陰
昼
間
の
診
療
時
間
内
に
受
診
す

昼
間
の
診
療
時
間
内
に
受
診
す
るる

隠隠
本
当
に
必
要
な
と
き
に
救
急
医
療

本
当
に
必
要
な
と
き
に
救
急
医
療
機機

関
を
利
用
す

　
関
を
利
用
す
るる

韻韻
か
か
り
つ
け
医
を
持

か
か
り
つ
け
医
を
持
つつ

救
急
外
来
で
の
診
察
内
容

■問合せ■問合せ先先　

公立富岡総合病院医療情報課受付　公立富岡総合病院医療情報課受付係係

　察察０２７４（６３）２１１０ ２ ７ ４（６ ３）２ １ １ １１（代（代表）表）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
ををををををををををををををををををををを
守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ににににににににににににににににににににに
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

群馬こども救急相談群馬こども救急相談　察察＃＃８０００８０００

子どもの症状で判断に迷ったとき子どもの症状で判断に迷ったときはは
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次のような理由での救急外来の受診はやめましょ次のような理由での救急外来の受診はやめましょうう

□ 待ち時間が短そうだから

□ 日中は仕事があって受診できなかったから×

×

専門のスタッフがすぐに医療機関　専門のスタッフがすぐに医療機関にに

かかるべきかをアドバイスしますかかるべきかをアドバイスします。。

月～土曜日 午後６時～翌日午前８月～土曜日　午後６時～翌日午前８時時

日曜日曜日日、、祝日祝日・・休日休日、、年末年始 午前８時～翌日午前８年末年始　午前８時～翌日午前８時時
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